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一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
の
概
要

名
　
称
　
一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会

　
　（
英
文
名T

he East A
sian Friendship A

ssociation

）

事
務
所
　�

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二
─
七
─
四 

砂
防
会
館
別
館

二
階

　
　
　
　（
必
要
に
応
じ
支
部
を
設
け
る
）

目
　
的
　
会
員
相
互
の
親
睦
並
び
に
我
が
国
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

経
済
、
文
化
の
提
携
、
交
流
を
通
じ
、
友
好
親
善
の
増

進
を
図
る
。

事
　
業

①
　
我
が
国
と
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
と
の
政
治
、
経
済
、
文
化
に

関
す
る
調
査
研
究
及
び
講
演
会
、
研
究
会
の
開
催
並
び
に

研
究
資
料
の
出
版

②
　
我
が
国
と
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
と
の
文
化
、
芸
術
の
相
互
の

紹
介

③
　
我
が
国
と
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
と
の
経
済
協
力
の
推
進
に
必

要
な
情
報
の
収
集
及
び
斡
旋

④
　
我
が
国
に
在
住
す
る
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
民
の
生
活
相
談

⑤
　
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
か
ら
の
在
日
留
学
生
に
た
い
す
る
進
学
の

斡
旋

⑥
　
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

亜
東
親
善
協
会
の
変
遷

　
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
は
、
民
主
主
義
と
自
由
経
済
を
信
条
と
す
る
ア

ジ
ア
人
同
志
の
交
流
を
深
め
る
目
的
で
一
九
四
九
年
　
東
京
に
設
立
さ
れ
た

『
華
南
倶
楽
部
』
が
発
祥
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
激
動
の
時
代
で
し

た
が
、
会
員
は
ひ
た
す
ら
ア
ジ
ア
の
平
和
と
繁
栄
を
希
求
し
、
友
愛
と
信
義

を
基
調
と
し
た
国
際
関
係
の
樹
立
に
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
有
識
者
が
次
第
に
増
加
し
、
活
発
な
活
動
と
と

も
に
組
織
拡
大
の
一
途
を
辿
り
ま
し
た
が
、
一
九
七
二
年
の
日
中
共
同
声
明

は
、
ア
ジ
ア
の
政
治
情
勢
の
み
な
ら
ず
、
在
日
ア
ジ
ア
人
の
日
常
に
も
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
そ
の
前
年
即
ち
一
九
七
一
年
、
千
葉
三
郎
先
生
（
衆
議
院
議
員
）
は
、
倶

楽
部
を
強
化
発
展
さ
せ
る
必
要
を
痛
感
し
、
岸
信
介
先
生
、
福
田
赳
夫
先
生
、

灘
尾
弘
吉
先
生
ら
と
諮
り
、
留
日
華
僑
有
志
の
方
々
が
協
力
さ
れ
、
自
ら
発

起
人
と
な
り
同
年
五
月
二
九
日
外
務
省
認
可
『
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
』

を
設
立
致
し
ま
し
た
。

　
千
葉
先
生
の
引
退
後
、
原
文
兵
衛
先
生
が
参
議
院
議
長
の
要
職
の
ま
ま
会

長
に
就
任
さ
れ
、
そ
の
後
、
永
年
衆
議
院
で
活
躍
さ
れ
た
藤
尾
正
行
先
生
が

会
長
を
引
き
継
が
れ
、
二
一
世
紀
の
幕
開
け
と
と
も
に
玉
澤
徳
一
郎
先
生
が

会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
四
年
一
二
月
六
日
「
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
の
認
定

等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
伴
い
一
般
社
団
法
人
と
し
て
の
認
可
申
請
が

受
理
さ
れ
、
平
成
二
五
年
四
月
一
日
よ
り
一
般
社
団
法
人
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
世
界
の
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
程

に
成
長
し
ま
し
た
。
か
か
る
情
勢
の
中
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
元
内
閣
総
理

大
臣
安
倍
晋
三
先
生
を
会
長
に
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。
同
年
一
二
月
安
倍
政

権
が
発
足
、
会
長
の
内
閣
総
理
大
臣
復
帰
に
伴
い
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
〇
一
三
年
二
月
、
安
倍
会
長
の
意
を
受
け
、
会
長
代
行
・
大
江
康
弘
参
議

院
議
員
が
会
長
を
引
き
継
が
れ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
領
土
問
題
等
の

紛
争
、
北
朝
鮮
の
核
問
題
、
発
展
に
伴
う
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
問
題
な
ど

も
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
の
繁
栄
と
平
和
に
貢
献
す
る
た
め
に
、
本
協
会
員
一
同
、
役
員
陣

容
を
強
化
し
、
新
会
長
の
も
と
、
叡
智
を
結
集
し
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
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季
刊
「
亜
東
」
平
成
二
八
年　

秋
季
号
・
目
次

一
般
社
団
法
人
亜
東
親
善
協
会
・
概
要
・
変
遷�

二
頁

目　

次
・
協
会
役
員
名
簿�

三
頁

会
長
あ
い
さ
つ
と
報
告�

四
頁

台
湾
フ
ェ
ス
タ
Ｉ
Ｎ
代
々
木
公
園
に
つ
い
て�

六
頁

台
湾
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
六
ｉ
ｎ
代
々
木
公
園
の

　

報
告
と
御
礼�

八
頁

社
会
見
学
会�

一
〇
頁

社
会
見
学
に
参
加
し
て

　

留
学
生
代
表
感
想
文�
一
三
頁

台
湾
留
学
生
と
国
士
舘
大
学
柴
田
ゼ
ミ
と
の
交
流�
一
四
頁

事
務
所
だ
よ
り�

一
五
頁

� 平成28年５月12日

一般社団法人亜東親善協会役員名簿
名誉会長（理事以外）　１名　　　玉澤徳一郎
参　　与（理事以外）　１名　　　橋本　靖男
会　　長（代表理事）　１名　　　大江　康弘
副 会 長（理　　事）　４名　　　山本　順三　　張　　建国
　　　　　　　　　　　　　　　 張　　碧華　　多　　忠和
専務理事　　　　　　 １名　　　赤松　則宏
業務執行理事　　　　 ４名　　　藤山　雅康
　　 〃 　　　　　　 　　　　　並木　正芳
　　 〃 　　　　　　 　　　　　柴田　徳文
　　 〃 　　　　　　 　　　　　笹岡　恭亮
理　　　　事　　　　 10名

崎谷　秀彦　　小松　省二　　益山　　茂　　松永理恵子　　三浦　信行　　伊野　雅晴
山口　裕志　　森　　康郎　　永島　剛士　　小山　博史

監　　　　事　　　　 ２名　　　李　ハロルド　　鈴木　慶一

事　 務　 局　　　　　　　　　 崎谷　秀彦
　　　　　　　　　　　　　　　 李　　孔暁

一般社団法人　亜東親善協会
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会
長
あ
い
さ
つ
と
報
告�

会
長　

大
江　

康
弘

皆
さ
ん　

お
元
気
で
す
か
。

い
つ
も
私
共
、
亜
東
親
善
協
会
に
力
強
い
ご
支
援
ご
指
導
を
頂
い
て

お
り
ま
す
事
に
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
中
華
民
国
建
国
一
〇
五
年
、
各
地
で
盛
大
に
国
慶
節
祝
賀
会

も
開
か
れ
、
私
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
特
に
「
国

家
と
は
何
ぞ
や
？
」「
国
と
は
何
か
？
」
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
国
会
議
員
が
二
重
国
籍
問
題
で
、
い
と
も
簡
単
に
自
ら
の
国

籍
を
放
棄
す
る
、
又
そ
れ
が
「
い
つ
？
」「
何
年
に
」
放
棄
し
た
の
か

又
し
て
い
な
い
の
か
、
こ
ん
な
大
事
な
事
さ
え
も
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど

軽
く
考
え
て
い
る
由
々
し
き
事
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

は
驚
く
と
同
時
に
呆
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
中
華
民
国
台
湾
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
国
連
離
脱
後
は
「
国
」
と
い
う
正
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
が
絶
え
ず
つ
き
ま
と
う
月
日
の
連
続

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
な
ど
は　

も

し
、
も
う
一
つ
国
籍
を
与
え
ら
れ
え
る
の
で

あ
れ
ば
迷
わ
ず
「
台
湾
籍
」
が
欲
し
い
ほ
ど

で
す
。

さ
て
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
日
本
国

内
と
中
華
民
国
台
湾
と
で
大
き
な
出
来
事
が

二
つ
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
中
華
民
国
台
湾

の
政
権
が
代
わ
っ
た
こ
と
で
す
。

国
民
党
か
ら
民
進
党
に
、
馬
英
九

政
権
か
ら
蔡
英
文
政
権
に
代
わ
り

ま
し
た
。
こ
の
政
権
交
代
は
国
民

党
か
ら
民
進
党
に
、
そ
し
て
今
回

は
民
進
党
か
ら
国
民
党
に
と
三
回

代
わ
り
ま
し
た
。
如
何
に
、
こ
の

国
が
民
主
国
家
で
あ
る
か
の
大
き

な
証
左
で
あ
り
ま
す
。

世
界
が
中
華
民
国
台
湾
を
ど
の

よ
う
に
見
よ
う
が
、
又
国
連
が
国

と
し
て
認
め
て
い
な
く
て
も
私
は
立
派
な
独
立
国
家
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
国
家
の
定
義
と
は
何
か
？
そ
れ
は
先
ず
「
土
地
」
が
あ
り
、

そ
こ
に
「
人
」
が
住
み
、
そ
し
て
最
も
大
切
な
「
主
権
」
を
持
つ
と
い

う
事
で
す
。
こ
の
三
つ
が
一
つ
に
な
っ
て
（
三
位
一
体
）
国
家
を
形
成

し
ま
す
。
法
の
基
に
人
や
国
を
治
め
て
い
く
正
に
法
治
国
家
、
そ
し
て

国
の
リ
ー
ダ
ー
が
民
主
的
な
選
挙
で
選
ば
れ
る
民
主
国
家
こ
そ
が
中
華

民
国
台
湾
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
国
に
お
い
て
今
回
三
度
目
の
政
権
交
代
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

私
共
は
二
三
五
〇
万
人
の
国
民
が
選
挙
で
選
ん
だ
蔡
英
文
総
統
、
民
進

党
政
権
と
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
、
今
日
ま
で
進
め
て
き
た
両
国
の
友

好
な
関
係
を
更
に
深
化
し
、
前
進
さ
せ
て
い
く
決
意
で
す
。

今
一
つ
は
、
昨
年
（
二
〇
一
五
年
）
石
川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
た
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日
・
台
交
流
サ
ミ
ッ
ト
で
す
。
こ
の
大
会
は
、
金
沢
市
議
会
日
台
友
好

議
連
会
長
の
安
達
前
先
生
が
中
心
と
な
っ
て
三
年
近
く
準
備
し
て
進
め

て
き
た
も
の
で
す
。

本
年
五
月
に
は
福
岡
で
「
全
国
日
台
友
好
議
員
協
議
会
」
と
し
て
正

式
発
足
し
、
九
月
に
は
和
歌
山
市
で
（
遠
藤
富
士
雄
先
生
が
実
行
委
員

長
と
な
り
）
第
二
回　

日
台
交
流
サ
ミ
ッ
ト
が
、
こ
の
五
月
に
新
し
く

大
使
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
謝
長
延
大
使
閣
下
の
ご
出
席
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

安
達
前
理
事
長
、
藤
田
和
彦
会
長
の
も
と
全
国
の
地
方
議
会
に
お
い

て
、
永
年
日
台
交
流
を
重
ね
て
き
た
議
員
の
皆
さ
ん
方
が
参
加
さ
れ
、

一
つ
の
大
き
な
和
を
作
っ
て
新
し
い
時
代
に
向
け
た
日
台
関
係
を
地
方

か
ら
構
築
し
て
い
こ
う
と
い
う
集
ま
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
事
は
画
期
的

な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
こ
の
「
全
国
日
台
友
好
議
員
協
議
会
」
の
活
動

が
多
い
に
期
待
さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
両
国
の
良
好
な
関
係
は
、
決

し
て
一
朝
一
夕
で
確
立
さ
れ
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
人
の
皆
さ
ん
や
多

く
の
方
々
の
日
々
の
絶
ゆ
ま
ぬ
努
力
の

積
み
重
ね
、
何
よ
り
も
お
互
い
の
国
を

大
切
に
想
い
、
台
湾
が
好
き
、
日
本
が

好
き
だ
と
い
う
気
持
ち
が
行
動
と
な
っ

て
積
み
重
ね
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
ま

す
。
勿
論
、
最
終
的
に
は
国
対
国
の
や

り
取
り
で
す
が
、
そ
れ
を
し
っ
か

り
と
支
え
て
い
け
る
環
境
こ
そ
が

大
事
で
あ
り
ま
す
。

民
間
の
皆
さ
ん
の
努
力
、
そ
し

て
地
方
の
多
く
の
皆
さ
ん
方
の
理

解
や
協
力
が
な
く
て
は
健
全
な
環

境
作
り
が
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ら
た

め
て
「
全
国
日
台
友
好
議
員
協
議

会
」
の
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

又
、
こ
の
度
参
議
院
時
代
か
ら
お
付
き
合
い
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
前
法
務
大
臣
岩
城
光
英
先
生
並
に
元
復
興
大
臣
平
野
達
男
先
生
の
お

二
人
が
理
事
を
引
き
受
け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
心
強

い
次
第
で
あ
り
、
親
台
派
の
お
二
人
の
参
加
に
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
参
加
を
し
な
が

ら
改
め
て
思
う
こ
と
は
、
私
も
で
き
る

だ
け
早
く
も
う
一
度
政
治
の
現
場
に
戻

り
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、
友
好
・

親
善
に
力
を
注
い
で
参
り
た
い
と
決
意

し
て
い
ま
す
。

ど
う
か
引
き
続
き
ご
指
導
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 仁坂和歌山県知事
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台
湾
フ
ェ
ス
タ
Ｉ
Ｎ
代
々
木
公
園
に
つ
い
て

二
〇
一
六
年
東
京
で
開
催
さ
れ
た
台
湾
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
六
Ｉ
Ｎ

代
々
木
公
園
で
す
が
、
実
は
中
華
民
國
建
国
一
〇
〇
年
を
迎
え
る

二
〇
一
一
年
に
第
一
回
目
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
た
め
、
開
催
は
見
送

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
日
本
に
対
し
て
、
台
湾
か
ら

は
暖
か
い
励
ま
し
の
こ
と
ば
や
二
〇
〇
億
円
を
超
え
る
多
額
の
義
援
金

が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
は
、
日
本
と
台
湾
の
深
い
友
好
関

係
や
強
い
絆
が
築
か
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
五
年
後
の
二
〇
一
六
年
七
月
三
〇
日
、
三
一
日
、
中
止
と

な
っ
た
第
一
回
台
湾
フ
ェ
ス
タ
Ｉ
Ｎ
代
々
木
公
園
は
、
日
本
在
住
の
華

僑
、
更
な
る
日
台
友
好
を
願
う
多
く
の
台
湾
人
・
日
本
人
の
協
力
の
も

と
、
台
湾
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
六
Ｉ
Ｎ
代
々
木
公
園
と
し
て
開
催
す
る
に

至
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
準
備
不
足
も
あ
り
ま
し
た

が
、
二
日
間
で
一
〇
万
人
以
上
の
来
場
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
日

本
と
台
湾
の
大
手
企
業
や
観
光
関
連
企
業
、
東
京
都
を
始
め
と
す
る
自

治
体
な
ど
、
多
く
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
、
日
本
と
台
湾
の
交
流
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
最
大
級
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
全
国
の
華
僑
、
台
湾
と
の
交
流
を
支
援
し
て
下
さ
る
日
本
人
な

ど
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
す
る
、
民
間
交
流
と
し
て
も
有
意

義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
協
力
や
企
業
・
団
体
・
自
治
体
か
ら
の

ご
支
援
に
よ
っ
て
、
台
一
回
目
と
な
る
台
湾
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
六
Ｉ
Ｎ

代
々
木
公
園
は
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
謝
謝
。

さ
て
、
今
後
の
台
湾
フ
ェ
ス
タ
Ｉ
Ｎ
代
々
木
公
園
で
す
が
、
引
き
続

き
多
く
の
方
々
や
企
業
、
団
体
、
自
治
体
の
ご
支
援
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
、「
台
湾
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
七
Ｉ
Ｎ
代
々
木
公
園
」
と
し
て

二
〇
一
七
年
七
月
二
九
日
（
土
）、
三
〇
日
（
日
）
に
開
催
す
る
こ
と

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

台
湾
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
は
、
日
本
在
住
の
華
僑
、
台
湾
人
は
も

ち
ろ
ん
、
日
本
と
台
湾
の
交
流
を
応
援
し
て
下
さ
る
多
く
の
方
々
と
共

に
、「
観
光
・
産
業
・
芸
能
・
文
化
・
美
食
」
の
テ
ー
マ
を
通
じ
て
、

さ
ら
な
る
日
台
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
ご
支
援
い
た
だ
く
日
本
と
台
湾
の
自
治
体
同
士
の
経
済
交
流
に
つ

な
が
る
「
日
台
交
流
サ
ミ
ッ
ト
」
の
企
画
も
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
台

湾
フ
ェ
ス
タ
Ｉ
Ｎ
代
々
木
公
園
は
、
台
湾
の
魅
力
を
多
く
の
日
本
の

方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
日
本
と
台
湾
が
観
光
、
文
化

交
流
以
外
に
、
経
済
の
結
び
つ
き
も
強
く
な
れ
ば
、
地
理
的
に
近
い
両

国
の
渡
航
者
数
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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日
本
と
台
湾
の
更
な
る
交
流
と
発
展
を
目
的
に
と
し
た
台
湾
フ
ェ
ス

タ
二
〇
一
七
Ｉ
Ｎ
代
々
木
公
園
で
は
、
テ
ー
マ
の
う
ち
「
観
光
・
産

業
・
文
化
」
は
経
済
交
流
を
目
的
と
し
た
、「
日
台
交
流
サ
ミ
ッ
ト
」

の
舞
台
と
し
て
設
定
・
演
出
を
行
い
ま
す
。
両
国
の
観
光
、
産
業
、
文

化
を
対
比
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
が
生
ま
れ
、
相
互
理
解
が
深
ま

り
、
交
流
と
発
展
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
美
食
」
は
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
テ
ン
ト
内
で
、
料
理
の
実
演
を

行
い
ま
す
。
臨
場
感
溢
れ
る
台
湾
料
理
の
実
演
と
本
格
的
な
台
湾
の
味

の
追
及
に
よ
り
、
多
く
の
来
場
者
に
台
湾
の
「
美
食
」
を
満
喫
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

「
芸
能
」
は
、
台
湾
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
台
湾
で
活
動
す
る
日
本
人

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
、
日
本
と
台
湾
に
関
わ
り
の
深
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
中
心
に
ス
テ
ー
ジ
を
構
成
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
前
回
好
評
だ
っ
た

中
華
獅
子
や
台
湾
民
族
舞
踊
も
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
重
要
な
役
割

を
担
い
ま
す
。
全
体
的
に
、
前
回
よ
り
も
さ
ら
に
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

で
企
画
・
演
出
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
台
湾
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
七
Ｉ
Ｎ
代
々
木
公
園
は
、
日

本
と
台
湾
の
更
な
る
交
流
と
発
展
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

回
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
成
功
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
と
台
湾
の
み

な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
の
平
和
、
国
際
親
善
の
推
進
に
少
し
で
も
役
に
立
つ

よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
に
台
湾
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
七
Ｉ
Ｎ
代
々
木
公

園
の
開
催
趣
旨
や
企
画
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
支
援
ご
賛
同
を

賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

ご
検
討
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

台
湾
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
七
Ｉ
Ｎ
代
々
木
公
園

実
行
委
員
長　
　

朱　

恭
亮
（�

日
本
華
商
総
会
副
理
事
長
、
東
京
華
僑

總
会
名
誉
会
長
）

副
実
行
委
員
長　

林　

冠
銘　
　

謝　

茂
根

　
　
　
　
　
　
　

矢
部　

孝　
　

富
田　

家
彰
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台
湾
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
六
ｉ
ｎ
代
々
木
公
園
の
報
告
と
御
礼

�
台
湾
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
六
ｉ
ｎ
代
々
木
公
園
実
行
委
員
長　

�

朱
（
笹
岡
）
恭
亮

こ
の
度
七
月
三
〇
日
（
土
）、
三
一
日
（
日
）
に
東
京
の
代
々
木
公

園
野
外
音
楽
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
『
台
湾
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
六

ｉ
ｎ
代
々
木
公
園
』
で
は
、
亜
東
親
善
協
会
に
は
後
援
を
頂
き
ま
し
た
。

大
江
会
長
に
は
発
起
人
顧
問
を
お
引
き
受
け
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
多
く
の
理
事
を
は
じ
め
と
す
る
会
の
皆
様
か
ら
は
多
大
な
ご
協

力
、
ご
支
援
を
承
り
ま
し
て
実
行
委
員
会
を
代
表
し
ま
し
て
心
よ
り
御

礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
度
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
貴
社
の
目
的
で
あ
る
〝
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
友
好
親
善
の
増
進
〟
と
い
う
事
と
、
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
が

〝
日
台
交
流
〟
と
い
う
事
で
（
一
社
）
亜
東
親
善
協
会
に
は
、
主
体
と

な
る
後
援
団
体
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
交
流
協
会
、

東
京
都
、
渋
谷
区
、
石
川
県
、
和
歌
山
県
な
ど
の
団
体
、
自
治
体
、
ま

た
、
エ
バ
ー
航
空
、
チ
ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
、
ト
ラ
ン
ス
ア
ジ
ア
、
タ

イ
ガ
ー
エ
ア
ラ
イ
ン
、
エ
イ
ス
ー
ス
な
ど
の
台
湾
の
会
社
、
ま
た
、

ａ
ｕ
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
な
ど
の
日
本
企
業
か
ら
の
多
く
の
ご

協
力
、
ご
協
賛
を
頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

私
共
華
僑
と
台
湾
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
日
本
の
方
々
と
有

志
で
構
成
す
る
台
湾
フ
ェ
ス
タ
の

実
行
委
員
会
で
す
が
、
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
開
催
日
の
一
三
ヶ
月

前
に
東
京
都
の
公
園
課
か
ら
公
園

を
借
り
る
許
可
が
お
り
る
事
と

な
っ
て
お
り
、
約
一
年
半
前
か
ら

準
備
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
東

京
都
の
後
援
と
出
店
に
関
し
て

は
、
都
の
日
台
議
連
幹
事
長
小
磯

あ
き
ら
都
議
に
実
行
委
員
会
顧
問

と
し
て
、
都
庁
と
の
窓
口
と
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
都
の
公
園
で
は
、
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
あ
る
代
々
木
公
園

で
す
が
、「
タ
イ
の
フ
ェ
ス
タ
」
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
国
が
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

代
々
木
公
園
で
の
第
一
回
目
の
台
湾
の
フ
ェ
ス
タ
と
言
う
事
と
な

り
、
広
い
公
園
と
い
う
事
も
あ
り
、
屋
台
で
の
台
湾
料
理
の
出
店
者
と

台
湾
系
の
協
力
団
体
の
募
集
に
関
し
て
は
、
初
回
と
い
う
事
で
、
と
て

も
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
一
六
年
初
め
に
は
、
政
権
の
交
代
も
あ
り
、
台
湾
政
府

関
係
の
観
光
局
、
代
表
処
、
文
化
局
、
広
報
関
係
の
協
力
が
ど
の
様
に

要
請
す
る
か
と
て
も
難
し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
貴
団
体

を
は
じ
め
多
く
の
台
湾
を
応
援
し
て
い
る
方
に
イ
ベ
ン
ト
の
主
旨
と
目
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会
長
、
崎
谷
事
務
局
長
を
は
じ
め
多

く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。二

日
間
の
ス
テ
ー
ジ
で
の
音
楽
イ

ベ
ン
ト
は
、
台
湾
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
も
多
く
呼
ん
で
お
り
ま
し
た
の

で
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
も
良
い
も
の
が

出
来
ま
し
た
。

反
省
点
と
し
ま
し
て
は
、
フ
ー
ド

ブ
ー
ス
の
各
ブ
ー
ス
で
の
フ
ー
ド
提

供
が
、
第
一
回
目
と
い
う
事
で
混
雑

し
て
し
ま
っ
た
事
と
、
文
化
ブ
ー
ス
な
ど
で
、
日
本
と
台
湾
の
歴
史
的

な
関
わ
り
な
ど
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
嬉
し
い
こ
と
に
色
々
な
方
よ
り
、
次
回
の
開

催
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
日
、
都
の
公
園
課
よ
り
来
年
の
公
園
の
使
用
の
許
可
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
日
台
交
流
の
発
展
を
目
指
し
、
来
年

の
『
台
湾
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
代
々
木
公
園
』
を
開
催
す
る
事
と
な
り
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�
台
湾
フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
七
ｉ
ｎ
代
々
木
公
園
に
つ
い
て

的
に
賛
同
と
ご
支
援
を
頂
き
、
無
事

に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
は
、
二
日
間
で
来
場

者
が
一
〇
万
人
以
上
を
数
え
各
参
加

者
、
各
ブ
ー
ス
等
々
、
目
標
以
上
の

販
売
及
び
販
売
促
進
活
動
が
達
成
で

き
た
と
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。当

日
は
と
て
も
暑
い
日
と
な
り
ま

し
た
が
、
台
湾
を
表
現
す
る
に
お
い

て
は
、
暑
さ
も
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
来
客
数
も
多
か
っ
た
わ
け
で
、
事

故
も
無
く
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

初
日
午
後
か
ら
開
催
し
た

O
PEN

IN
G

セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
多
勢

の
後
援
、
協
力
、
協
賛
の
方
々
に
来

場
頂
き
、
代
表
処
か
ら
は
郭
仲
煕
副

代
表
、
衆
議
員
秋
元
司
氏
、
亜
東
親

善
協
会
大
江
会
長
、
都
議
小
磯
明
氏

に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
い
た
だ
き

ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

亜
東
か
ら
は
並
木
理
事
、
赤
松
副
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社
会
見
学
会

恒
例
の
社
会
見
学
会
が
一
〇
月
二
六
日
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

大
江
会
長
、
赤
松
専
務
理
事
、
並
木
理
事
、
柴
田
理
事
、
台
湾
協
会

の
森
田
高
光
理
事
長
、
ま
た
一
九
名
の
一
般
参
加
者
の
皆
さ
ま
、
台
湾

か
ら
の
留
学
生
七
名
、
日
本
人
学
生
と
し
て
国
士
舘
大
学
か
ら
一
七

名
、
総
計
四
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
問
先
は
、
群
馬
県
富
岡
市
に
あ
る
世
界
文
化
遺
産
の
富
岡

製
糸
場
、
マ
ル
イ
洋
蘭
開
発
セ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
旧
信
越
線
碓
氷
峠
の

眼
鏡
橋
で
す
。

朝
八
時
一
五
分
新
宿
に
集
合
し
た
一
行
は
貸
し
切
り
バ
ス
で
一
路
富

岡
市
へ
。

車
内
で
は
赤
松
理
事
の
司
会
で
大
江
会
長
と
森
田
・
台
湾
協
会
理
事

長
の
挨
拶
、
台
湾
と
日
本
の
学
生
代
表
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

富
岡
製
糸
場
で
は
地
元
の
ガ
イ
ド
の
方
の
案
内
で
施
設
を
見
学
し
ま

し
た
。

そ
の
後
近
く
の
ホ
テ
ル
で
昼
食
。

会
食
の
次
に
マ
ル
イ
洋
蘭
開
発
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
眼
鏡
橋
の
見
学
。
天
気
も
良
く
、
折
か
ら
の
紅
葉
に
映
え

て
素
晴
ら
し
い
光
景
で
し
た
。
学
生
や
体
力
に
自
信
が
あ
っ
た
参
加
者

は
坂
道
を
登
っ
て
橋
の
上
ま
で
行
き
、
絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

学
生
の
感
想
は
「
眺
め
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
が
、
寒
か
っ
た
」
で
し

大江会長の挨拶

台湾と日本の学生代表
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熱心に見学する学生たち
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た
。眼

鏡
橋
を
後
に
し
て
一
路
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

車
内
で
は
、
森
田
台
湾
協
会
理
事
長
が
、
製
作
途
中
の
記
録
映
画

「
湾
生
回
家
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
試
写
し
て
頂
き
ま
し
た
。
と
て
も
感
動
的
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な
内
容
で
、
新
宿
ま
で
の
長
旅
を
ま
っ
た
く
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

午
後
七
時
、
無
事
に
新
宿
に
帰
り
着
き
ま
し
た
。

社
会
見
学
に
参
加
し
て

　

留
学
生
代
表
感
想
文

筑
波
大
学
の
台
湾
留
学
生
の
何
承
融
で
す
。
今
回
は
台
湾
留
学
生
７

名
と
と
も
に
亜
東
親
善
協
会
が
主
催
す
る
社
会
見
学
を
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
他
校
の
台
湾
留
学
生
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
だ
け
で

は
な
く
、
国
士
舘
大
学
の
日
本
大
学
生
た
ち
と
交
流
す
る
機
会
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
国
士
舘
大
学
の
学
生
た
ち
と
両
国
の
生
活
や
文
化
の
違

い
に
つ
い
て
話
し
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
う
い
う
交
流
し

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
普
段
に
接
触
で
き
な
い
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
社
会
見
学
で
は
群
馬
県
の
富
岡
製
糸
場
、
マ
ル
イ
洋
蘭
開
発

セ
ン
タ
ー
、
め
が
ね
橋
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
番
印
象

を
残
っ
て
い
る
の
は
富
岡
製
糸
場
で
す
。
富
岡
製
糸
場
は
も
と
も
と
国

宝
お
よ
び
重
要
文
化
財
で
、
二
〇
一
四
年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
私
は
姫
路
城
、
東
照
宮
、
白
川
郷
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
世
界
遺
産
を
見
学
し
た
の
は
初
め
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近

代
史
を
勉
強
し
て
い
る
私
は
、
富
岡
製
糸
場
の
よ
う
な
場
所
に
は
特
別

の
感
情
を
持
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
富
岡
製
糸
場
は
明
治
期
の

官
営
模
範
工
場
と
し
て
、
日
本
の
近
代
化
の
象
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
見

学
し
て
い
た
時
に
、
こ
こ
で
働
い
て
い
た
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
人

だ
っ
た
か
、
自
分
の
仕
事
を
ど
う
考
え
て
い
た
か
を
想
像
し
て
み
ま
し

た
。
自
分
に
と
っ
て
、
こ
う
い
う
想
像
を
楽
し
め
る
こ
と
は
大
学
院
で

の
研
究
を
続
け
る
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
台
湾
留
学

生
一
同
を
代
表

し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
今

後
と
も
貴
協
会

の
日
台
親
善
で

の
ご
活
躍
を

願
っ
て
お
り
ま

す
。
私
も
今
回

の
社
会
見
学
で

学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
、
日

台
関
係
の
発
展

に
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て

参
る
所
存
で

す
。
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台
湾
留
学
生
と
国
士
舘
大
学
柴
田
ゼ
ミ
と
の
交
流

今
回
、
留
学
生
と
の
交
流
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

富
岡
製
糸
場
遺
産
は
初
め
て
の
見
学
だ
っ
た
の
で
、
大
変
興
味
深
く

学
習
で
き
ま
し
た
。
日
本
は
開
国
し
て
す
ぐ
に
あ
の
よ
う
な
施
設
を

作
っ
て
産
業
を
起
こ
し
て
い
た
こ
と
を
実
際
に
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
が
出
来
、
先
人
た
ち
の
偉
大
さ
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
た
だ

時
間
が
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
詳
し
く
見
る
こ
と
が
出
来
ず
に
残
念
で

し
た
。
製
糸
の
歴
史
や
女
工
さ
ん
た
ち
の
生
活
の
様
子
な
ど
の
展
示
が

外
か
ら
見
る
だ
け
だ
っ
た
の
で
心
残
り
で
し
た
。

洋
蘭
の
施
設
は
大
規
模
な
も
の
で
感
心
し
ま
し
た
。
し
か
し
お
金
が

な
か
っ
た
の
で
買
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
台
湾
の
人
が
経
営

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
で
活
躍
し
て
い
る
台
湾
人
の
存
在
を

実
感
し
ま
し
た
。

今
回
の
社
会
見
学
で
一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
台
湾
か
ら
の
留

学
生
と
交
流
で
き
た
こ
と
で
し
た
。
留
学
生
た
ち
は
全
員
私
た
ち
よ
り

年
上
だ
っ
た
の
で
す
が
、
積
極
的
に
交
流
し
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
で

す
。
台
湾
の
人
た
ち
は
と
て
も
気
さ
く
で
、
バ
ス
の
中
で
の
初
対
面
の

時
、
大
き
な
声
で
自
己
紹
介
を
し
て
も
ら
い
皆
と
握
手
し
て
く
れ
ま
し

た
。
あ
の
積
極
性
は
な
か
な
か
日
本
人
の
私
た
ち
に
は
な
い
と
こ
ろ
で

感
心
し
ま
し
た
。
ま
た
と
て
も
陽
気
で
好
感
が
持
て
ま
し
た
。
日
本
の

方
が
台
湾
よ
り
ア
ル
バ
イ
ト
の
収
入
が
い
い
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
学
べ
ま
し
た
。

麻
雀
の
こ
と
を
話
し
て
い
て
何
気
な
く
相
手
を
中
国
の
人
と
言
っ
た

と
き
、
自
分
た
ち
は
台
湾
人
で
中
国
人
で
は
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
国
は
違
っ
て
い
て
も
両
方
と
も
中
国
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で

少
々
驚
き
ま
し
た
。
中
国
と
台
湾
は
全
く
別
の
国
だ
と
い
う
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
今
ま
で
テ
レ
ビ
で
知
っ
て
い
る
中
国
人
と
違
っ
て
、
実
際

に
は
全
く
普
通
の
人
た
ち
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

眼
鏡
橋
は
紅
葉
を
背
景
に
し
て
と
て
も
綺
麗
で
し
た
が
、
上
に
登
っ

た
ら
寒
か
っ
た
で
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
が
持
て
た
こ
と
は
幸
運
で
し
た
。
国
士
舘
大
学
に

は
大
陸
か
ら
の
留
学
生
は
沢
山
い
ま
す
が
、
台
湾
か
ら
の
人
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
。
今
ま
で
大
陸
の
人
も
台
湾
の
人
も
同
じ
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
会
っ
て
み
る
と
色
々
違
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
台
湾
の
人
た

ち
と
積
極
的
に
交
際
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
亜
東
親
善
協
会
の

お
心
遣
い
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
呼
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

柴
田
ゼ
ミ
、
ゼ
ミ
長
甲
原
匠
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事
務
所
だ
よ
り

二
〇
一
六
年
一
一
月
活
動
の
お
知
ら
せ

＊
ア
ジ
ア
調
査
会
台
湾
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�

台
北
駐
日
代
表
処
は
毎
日
新
聞
社
の
ア
ジ
ア
調
査
会
と
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
激
動
す
る
東
ア
ジ
ア

経
済
─
日
台
の
進
む
べ
き
道
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
」
主

席
研
究
員
の
伊
藤
信
悟
氏
、「
台
湾
三
井
物
産
」
元
董
事
長
（
会
長
）
の
高
寛
氏
、「
中
華
経
済
研
究
院
」

副
執
行
長
の
李
淳
氏
、「
毎
日
新
聞
」
論
説
委
員
の
坂
東
賢
治
氏
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
、
マ
ク
ロ
な

東
ア
ジ
ア
経
済
の
観
点
か
ら
台
日
経
済
の
動
向
を
考
察
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
：
ア
ジ
ア
調
査
会

（
〇
三
─
三
二
一
三
─
二
六
九
七
）
一
一
月
二
四
日
（
木
）
一
三
：
〇
〇
～
一
六
：
〇
〇
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
一
〇
Ｆ
大
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
─
二
─
一
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
）

＊
オ
ー
ル
台
湾
デ
ー

�「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
協
会
」
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
①
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
巨
塔
の
男
─
郭
茂
林
」
の
上
映
、
②
八
田
與
一
技
師
を
描
い
た
ア
ニ
メ
「
パ
ッ

テ
ン
ラ
イ
!!
～
南
の
島
の
水
の
も
の
が
た
り
～
」
の
上
映
の
ほ
か
、
王
碧
昭
・
筑
波
大
学
生
命
環
境

学
科
教
授
を
招
き
、
台
湾
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
：
ベ
ー
シ
ッ
ク
ラ
イ
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
協
会
（
〇
三
─
三
九
九
六
─
〇
一
七
七
） 

側
（
東
京
都
練
馬
区
練
馬
一
─
一
七
─
一
）

�

一
一
月
二
四
日
（
木
）
一
三
：
三
〇
映
画
上
映
①　

一
五
：
二
〇
講
演
会　

一
六
：
三
〇
映
画
上
映

②　

練
馬
区
産
業
振
興
公
社 

コ
コ
ネ
リ
三
階
ホ
ー
ル
西
側
（
東
京
都
練
馬
区
練
馬
一
─
一
七
─
一
）

＊
新
春
互
礼
会
の
開
催

ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル
東
急

平
成
二
九
年
二
月
二
日
（
木
）
一
七
時
か
ら
講
演
会

＊
新
入
会
員
の
ご
紹
介

山
本
勇
始
、
安
藤
宇
一
郎
、
脇
田
忠
雄
、
門
脇
利
勝
、
山
内
康
弘
、
加
藤
光
淑

（
夏
季
号
の
新
会
員
ご
紹
介
で
お
名
前
に
誤
り
が
ご
在
居
ま
し
た
、
お
詫
び
方
、
訂
正
申
し
上
げ
ま
す

　

誤
・
港
洋
平
・
正
・
港
祥
平　
（
株
）
ル
ナ 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

�

平
成
二
八
年
七
月
～
二
八
年
一
〇
月




